
１．学校の状況と地域の実態
・授業研究を通しての教科の研究や学年研究での組織的な教材研究を行うことで学習指
  導の充実を図っている。
・比較的経験の浅い教員が多く、基礎的な指導技術を身に付ける必要がある。
・特別支援教育について、取り出し学習など個に応じたきめ細やかな対応を行ってい
  る。また算数科では少人数指導も行い、一人ひとりに寄り添った指導を行っている。
・家庭での基本的な生活リズムが整っている児童が多い。
・低学年では地域ボランティアを積極的に活用するようにしている。また、保護者のボ
  ランティア活動も盛んである。

２．３年間の方向(中期学校経営方針）
学力向上に関する指導の目標・方針（平成２７年度末の姿）
　○言語活動の充実を図ることにより、自分の考えを表現したり聞いたりする力が充実し、また
　　基礎的・基本的な知識や技能、思考力・判断力・表現力が育成されています。
　○特別支援教育、少人数指導等一人ひとりに寄り添った指導を引き続き行っています。
　○重点研究、学年研究等組織的に研修・研究を進めて、学級で落ち着いた授業ができる指導技
　　術を教員が身に付けています。

３．横浜市学力学習状況調査等からの平成２７年度の実態把握
（１）学力の概要と要因の分析
　全学年、横浜市の平均的な学力である。家
庭での勉強時間も市の平均とほぼ同じくらい
までに増えている。学習意識調査ではノート
を丁寧に工夫して書いたり、勉強は好きで
あったりするが、自分の考えを発表すること
に対しては苦手意識をもっている児童がい
る。また、読書が好きな児童が増えている傾
向があるが、学校図書館の活用があまりうま
くできていないようである。生活意識調査で
は地域の行事に参加したり運動したりすると
いう外に出る活動はやや少ないが、朝ご飯を
毎日食べている児童の数、家でのお手伝いの
様子、睡眠時間を市平均と比べると上回って
いる項目が多い。家庭での生活のリズムは
整っている様子がうかがえる。

（２）教科学習の状況
国語科：全学年を通して、自分の考えを表現する「話す・聞く」力がやや低い。活用力は、低学年
        では低いが中・高学年では平均を上回っている。基礎・基本の力の定着が今一歩のところ
        である。
算数科：どの観点でも市の平均と同じくらいである。「数学的な考え」や活用力が高まってきてい
        る反面、基礎的な計算や作図などの「技能」が低い学年がある。
社会科：全体的にどの観点も市の平均と同じかやや下回っている。社会を好きだと感じている児童
        も他の教科と比べると低くなっている。
理　科：中学年ではどの観点でも市の平均と同じくらいだか、高学年では、全体的に市の平均より
        やや下回っている。理科に対する意識は、他の教科に比べると低い。

（３） 経年変化の状況と要因の分析（学習・生活意識調査も含めて分析）
　学校全体として学年間の学力のばらつきが少なくなり、概ね市の平均的な学力を身につけ
てきている。生活意識調査では、勉強が好き、ノートを丁寧に工夫して書いている、自分の
考えを発表していると考えている児童が年々増加しており、重点研を始め学習に向けての
様々な取り組みが児童の学習へ向かう意欲を作っていると考えられる。また、「自分には良
いところがある」や「一生懸命取り組んでいることがある」などの項目も増加しており、自
己肯定感も高まっていると考えられる。
　一方で、自信をもって発表したり、意見を交換したりすることが苦手な児童がいることも
確かである。基礎・基本の定着が不十分であったり、そこから自信をもって活動に取り組め
なかったりする場合など、個に寄り添いながら授業改善を目指していきたい。
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平成２６年度 学力向上アクションプラン
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４．平成２７年度　目標と具体的方策

（１）学校としての共通取組

５学年
・国語・社会・算数においては、どの力も市の
平均と同じくらいかやや上回る傾向にある。そ
の中の算数では、数学的な考え方がよくできて
いるが、量と測定・図形領域の技能力がやや低
い。実際に測ったり作図したりする学習経験を
積み重ねていく必要を感じる。
・理科は、どの力も市の平均を下回っている。
特に、科学的な思考・表現の力と活用力が低
い。
　実験・観察したことを、身近な生活と結びつ
けて考える力をつけていくことが課題である。

６学年
・どの教科も、市の平均と同じくらいかやや下
回っている。算数の基礎基本のみ、平均値を上
回っている。領域ごとにみていくと、身近な生
活と結びつけて考え、自分事としてとらえやす
い内容（動物の誕生、農業、水産業など）は平
均値を上回っている。
・算数では少人数指導を行い、一人ひとりに基
礎基本の力を付けたり、個に応じた指導を行っ
たりする。
・ノート指導では子供の考えを価値づけたり深
めたりすることで、自己肯定感をもたせる。

個別支援学級
・一人ひとりの実態に応じた内容の学習や反復学習をして個別の指導を大切にする。
・個別の教育支援計画・個別の指導計画に基づき、話し言葉、表情、仕草、書き言葉等、子どもの
　実態に応じた適切なコミュニケーション手段を日常的に指導し活用できるようにする。
・子どもの実態に応じた分かりやすい言語環境の整備を行うようにする。
・少人数で集団活動の場を作り、自分の意見を伝えたり、友だちの意見を聴いたりする体験ができ
　るようにする。

○基礎・基本の定着
　  各学年で実態に応じた学習形態や指導方法で基礎・基本の力が身に付くような指導を行
　  う。
○言語活動の充実
　　授業の中で言語活動を意識的に取り入れ、自分の考えを進んで表現し合うことができる
　  授業を行う。
○特別支援教育の充実
　　困り感のある児童の理解を深めるために研修会を行うとともに、一人ひとりの児童に寄
　  り添えるような授業形態をとれるようにする。
○研修・研究の充実
　　研究部や学年等の組織を生かして研修、研究を行っていく。

（２）学年・教科等としての取組
１学年
・国語は、話す・聞く領域でも、特に聞く力が
低い。まだ、学習に集中して取り組む習慣が身
についていないので、一つ一つの作業に取り組
む時間を徐々に伸ばし、集中力を持続させる力
をつけていきたい。そして、それを「聞く力」
につなげていきたい。
・算数では、０～１０までの数を数えたりかい
たりすることはよくできている。これから、基
礎基本の力を活用したり、具体的な操作をした
りして、いろいろな考え方ができるようにして
いきたい。

２学年
・国語は、どの力も市の平均を下回っている。
特に読むの領域が低い。何を聞かれているの
か、どのように答えたらよいのかを確認しなが
ら学習を進める必要がある。書く領域でも、読
み取りが大きく関係している。始め・中・終わ
りの意識できるように、あのね帳などを通して
書くことに慣れていく必要がある。
・算数は、おおむね市の平均を上回っている。
しかし、国語に関連するが、読み取りが苦手な
ので、基礎基本を応用に活かせるように、引き
続き指導していく。

３学年
おおむね市の平均を上回っている。
・ 国語：言語についての知識・理解・技能が、
市の平均よりも低い。漢字やひらがな、「てに
をは」の表記などについて、繰り返し練習をす
る必要を感じる。
・ 算数：図形の領域で、市の平均を下回ってい
る。正しく長さを測る、ものさしで直線を引く
ことを繰り返し練習するとともに、直角三角形
などの作図を練習する必要を感じる。

４学年
・どの教科も平均を上回っている。
・国語は書く能力で7ポイント上回っている。中
でも推敲する力が平均よりかなり高い。
・算数はほとんどの力が平均を上回っている
が、 量と測定においての技能が、下回ってい
る。生活経験を豊かにして量感を身に付けた
り、測定する活動を多く取り入れて、技能的な
習熟が進むよう学習計画を立てることが必要と
思われる。

平成２６年度 目標

基礎・基本の定着を図り、進んで表現し合うことのできる授業の実現

平成２７年度 目標

基礎・基本の定着を図り、進んで表現し合うことのできる授業の実現


